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研究成果の概要（和文）：本研究では、乳がんサバイバーを対象に、再発不安の実態とがん再発不安に対する関
連要因についての全国調査、及び、がん再発不安に対する高強度・短時間・間欠的運動トレーニングの影響につ
いてのランダム化比較試験を行った。
　全国調査では、日本の乳がんサバイバーにおけるがん再発不安の有症割合は海外と比較すると低いこと、がん
再発不安と関連する要因が、若年、がんの進行、低いQOL、低いレジリエンス、身体活動と症状の悪化に関する
認識であることが明らかになった。
ランダム化比較試験では、がん再発不安の軽減に対する運動の効果の有意な効果は認められなかった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a national survey of breast cancer survivors on 
the prevalence of fear of cancer recurrence and factors associated with fear of cancer recurrence, 
and a randomized controlled trial on the effects of high-intensity, short-duration, intermittent 
exercise training on fear of cancer recurrence.
　In the national survey, we found that the prevalence of fear of cancer recurrence among Japanese 
breast cancer survivors was low compared with that overseas, and that factors associated with fear 
of cancer recurrence were younger age, cancer progression, lower quality of life, lower resilience, 
and perceptions of physical activity and worsening symptoms.
In randomized controlled trials, there was no significant effect of exercise on reducing fear of 
cancer recurrence.

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、日本の乳がんサバイバーを代表するサンプルを対象として、FCRの有症割合と関連要因を調査し、
日本の乳がんサバイバーの65.7％が中等度以上のFCRを有しており、若年、病期の進行、低いQOL、低いレジリエ
ンス、身体活動が病気を悪化させるという認識が高いFCRと関連することを明らかにした。また、ランダム化比
較試験の結果から、FCRの軽減に対する運動の効果の有意な効果は認められなかったことを報告した。これらは
いずれも日本の乳がんサバイバーを対象として行われた初めての研究であり、本邦の乳がんサバイバーに対する
心理的支援を目的とした今後の研究や臨床に貢献すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 我が国における乳がんの罹患率、死亡率は高齢化及び生活習慣の欧米化の影響で増加しており、現在毎年約 9
万人以上の女性が新たに乳がんに罹患している。一方で、治療の進歩に伴い乳がんの生命予後は改善し、現在の
乳がん罹患者の 5年生存率は 90％を超え、10 年生存率でも 80％を超えており、がんサバイバーの数は増加してい
る。 
 がんサバイバーの心理的負担に関しては、がん再発不安（fear of cancer recurrence）やうつが重要な問題である
(Shapiro, 2018)。がん再発不安の定義は研究者によって異なりコンセンサスを得るまでには至っていないが、近年は
「がんが同じ臓器または身体の別の部分で再発または進行することへの恐怖または心配」(S. M. Vickberg, 2003) 
(Simard, Savard, & Ivers, 2010) を採用する研究者が多い(S. Simard et al., 2013)。がん再発不安は、がんサバイバ
ーにおいて最も頻繁に経験される未だ満たされていないニーズであることが英国及び日本の調査研究で報告され
ている(Armes et al., 2009) (Akechi et al., 2011)。一方で、本邦においては乳がんサバイバーを代表するサンプルに
おける全国的な調査は行われていない。 
 がん再発不安が強いがんサバイバーは、心理的苦痛を感じ、がんを想起させるきっかけとなるようなテレビ、新聞、
がんについての会話などを回避し、過剰な検査や医師や医療スタッフへの予約外の相談を求めるなど彼らにとって
の安全行動をとるようになる(Sébastien Simard et al., 2013)。がんサバイバーの約半数が中程度から重度のがん再発
不安を有し、7％が重度のがん再発不安を有すること、ほとんどのがんサバイバーのがん再発不安はあまり改善しな
いことが明らかにされている(Sébastien Simard et al., 2013)。 
 うつに関しては、乳がんサバイバーにおいて 9.4％～66.1％の有病率があり、がん罹患歴のない女性よりもうつの
有病率が高いことがシステマティックレビューで報告されている(Zainal, Nik-Jaafar, Baharudin, Sabki, & Ng, 2013) 
(Maass, Roorda, Berendsen, Verhaak, & De Bock, 2015)。継時的に症状の軽減がみられるものの、診断から 5 年経
過してもなおうつ病発症のリスクが高いことも示されている(Maass et al., 2015)。 
 がんサバイバーの心理的負担に対する運動の効果については系統的レビューの報告があり(Mishra et al., 2012)、
運動は乳がんサバイバーの健康関連QOL を高め、不安を減少させることが示されている。がんサバイバーにおける
うつや不安を軽減させる方法として、米国スポーツ医学会のガイドラインでは先行研究の結果から有酸素運動とレジ
スタンストレーニングを組み合わせた運動が強く推奨されている(Campbell et al., 2019)。しかしながら、国内において
はうつとがん再発不安のいずれについても運動によるランダム化比較試験の報告はみられないため、日本人の乳が
んサバイバーへの応用可能性はわかっていない。また、運動実施には様々なバリアがあることも知られており、米国
の先行研究では、乳がん罹患後に身体活動を高く維持している人は半数以下であることが報告されている(Harrison, 
Hayes, & Newman, 2009)。乳がんサバイバーの運動実施におけるバリアとして、時間や場所の不足が上位に挙げら
れており(Clifford et al., 2018)、これらを解消することが乳がんサバイバーの身体活動を高く維持するために重要で
あると考えられた。申請者らは、利用者のニーズに応じられるプログラムの作成の準備として、平成 30 年度から、乳
がん患者やサバイバーに対する治療や支援の経験豊富な医療関係者及び乳がんサバイバー当事者に対して、サ
バイバーの精神健康の現状や運動実施の現状及び心身の健康を増進する方法の希望に関する調査を行った。乳
がんサバイバーに対して身体活動を高めるための介入を可能にするためには、乳がんサバイバーが実施可能な運
動がどのようなものであるかを示すこと、乳がんサバイバー当事者のモチベーションを高める工夫、実施している運
動に対するフィードバックが必要であると考えられた。 
 運動領域における研究では、中強度の運動を長時間行うものが伝統的であったが、近年は、短時間の高強度運
動とそれより低い強度の運動や休憩を組み合わせた高強度・短時間・間欠的運動トレーニング（High intensity 
interval training: HIIT）(Tabata et al., 1996)を用いた研究が進んでいる。HIIT は、トレーニング時間を短縮し(Puhan 
et al., 2006) (Gillen et al., 2016)、さらに参加者の主観的な楽しさが他の運動よりも高く評価されている(Bartlett et 
al., 2011)ことから、従来の運動よりも実施や継続を促進する可能性が考えられる。また、近年は、乳がんサバイバー
に対する自宅等の生活の場での運動支援が注目されている(Turner et al., 2018)。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、運動習慣のない乳がんサバイバーに対して高強度短時間間欠的トレーニング（HIIT）と情報通信技
術（ICT）を用いた生活の場での運動支援(Tsuji et al., 2019)
を行うことによる心理的負担への影響を検討した。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、2019年 2月に国立がん研究センター研究倫理
審査委員会の承認を得た（2018-347）。研究デザインは、ラ
ンダム化並行群間比較試験とした。研究対象者は、国立が
ん研究センター中央病院乳腺外科外来に通院中の女性と
し、目標登録数は 60 人（介入群 30 人、対照群 30 人）とし
た。参加同意に関しては文書を用いて口頭で説明した後に
自由意思により研究参加を検討してもらい、同意が得られれ
ば同意書に署名をいただいた。ベースラインの調査終了後
に研究登録しランダム割付を行った（図 1）。 



介入群には前述の運動支援プログラムによる
介入を行った（図 2）。 
心理的負担に関する尺度について、がん
再発不安は Concerns About Recurrence 
Scale Japanese version (CARS-J) (K. Momino 
et al., 2014)で測定した。CARS-J は、(S. M. 
Vickberg, 2003) によって開発された、女性
の乳がんサバイバーが抱える再発不安を測
定する尺度の日本語版である。CARS は 30
項目から構成されており、2 つの主要セクショ
ンに分かれている。第1セクションは4つの設
問により構成され、再発について考える時間、同様の程度、心配の頻度、恐怖の程度を０（全くない）から 5（極めて）
の 6 件法のリッカートスケールで測定する。第 2 セクションでは、再発の心配に関して 4 つの下位尺度（健康と死へ
の心配、女性特有の心配、自己価値への心配、役割に対する心配）によって構成され、4 件法で測定する。本研究
では、このうち主に情動に関する質問項目である第 1 セクションの部分を使用した。 
うつは、Patient Health Questionnaire-9(PHQ-9)日本語版(Muramatsu et al., 2007)で測定した。PHQ-9 日本語版
は、大うつ病エピソードの診断基準に基づいて作成された質問紙である Patient Health Questionnaire (PHQ) 
(Spitzer, Kroenke, & Williams, 1999)から開発者の Spitzer らとの再翻訳法によって作成された PHQ 日本語版
(Muramatsu et al., 2007)から、大うつ病性障害にかかわる 9 個の質問項目を抽出して作成された質問紙である
(Inagaki et al., 2013)。症状評価は、 「全くない＝0 点」「数日＝1 点」「半分以上=2 点」 「ほとんど毎日＝3点」として
総得点（0～27点）を 算出する。0～4点はなし、5～9点は軽度、10～14点は 中等度、15～19点は中等度～重度、
20～27 点は重度の 症状レベルであると評価する。 
 
４．研究成果 
(1) 研究リクルート 
2019 年 5 月から 2020 年 8 月の間に、国立がん研究センター中
央病院乳腺外科を受診した患者のうち、上記の研究参加基準を
満たす人に対して研究説明および同意取得を行った。参加者の
登録及び追跡に関しては図 5 に示した。研究立案時点では 60 人
の参加を得る予定であったが、2020 年 3月から 5月に COVID-19
のための緊急事態宣言が発出されたことからこの期間の参加者リ
クルートができず、当初の予定よりも少ない 50名の参加で 2020 年
8 月にリクルートを終了し、介入群 25 名、対照群 25 名に割り付け
られた。アウトカム評価については介入群の 1 名が介入途中で脱
落し、対照群の1名が評価に参加しなかったため、各群24名ずつ
の追跡となり、2021 年 2 月に全ての評価を終了した（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 研究参加者の背景情報 
研究参加者の属性は表 1 の通りであり、ベースラインの特性
において差は認められなかった。 



(3) ベースライン及び 3 か月後におけるがん再発不安およびうつ症状 
ベースライン及び 3か月後におけるがん再発不安およびうつ症状について、表 2に示した。がん再発不安に
ついては、ベースラインにおける介入群が 3.00（SD=1.02）、コントロール群は 3.07（SD=1.01）であった。登録 3
か月後については、介入群が 3.02（SD=0.96）、コントロール群が 3.41（1.21）であり、群間の差に有意な差はみ
られなかった。うつ症状については、ベースラインにおける介入群が 5.75（SD=3.46）、コントロール群が 5.61
（SD=3.20）であった。登録 3か月後については、介入群が 4.63（SD=3.45）、コントロール群が 4.49（SD=3.06）で
あり、群間の差に有意な差はみられなかった。 

 
５．考察 
本研究は、運動習慣のない乳がんサバイバーに対して HIIT を用いて介入することによるがん再発不安及びうつ
症状に対する影響をランダム化比較試験によって調べる初めての研究である。 
3 か月間の介入の結果、介入群とコントロール群における群間差に有意な差はみられなかった。これは、乳がんサ
バイバーに対する運動を用いた介入が心理的負担を軽減させるというこれまでの研究 (Mishra et al., 2012; 
Campbell et al., 2019)とは異なる結果であった。これに関しては、介入に用いる運動の種類が異なることや、欧米と
日本人においては有効な介入が異なるなどの可能性が考えられるが、本研究では明らかにならなかった。しかしな
がら、同対象においてはピーク摂取酸素量及び脚筋力の向上が確認されており（Ochi et al., 2022）、がん関連死亡
率の減少等に貢献する可能性がある。 
研究の知見を踏まえて、今後は本邦の乳がんサバイバーの心理的負担に関する効果的な介入に関する研究

の蓄積が望まれる。 
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